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DONIZETTI Composizioni da Camera
について
山　上　千枝子
Gaetano DoniZ；etti（1797－184＝8）の≪DONIZE
′ITI Composizioni da Camera≫は，bel
cantoの学習者にとって，身近な適切な教材として
扱われてきている。しかしながら，Donize仕i　に
関する資料は，ほとんどなく特に，日本において皆
無である。
Donizetti　は，巨匠Giuseppe Fortunio
Francesco Verdi（1813－1901）の出現に先だって
19世紀中葉のイタリアにおいて，Gioacchino
Antonio Rossini（1792－1868）．Vincenzo Be
一日ini（1801－1835）と並んで，イタリア・ロマソ派
オペラ完成の礎石としての役割を果した作曲家であ
る。
≪DONIZE′ITI Composizioni da Cam－
era≫をどのようにとらえ，実践してゆけぼよいの
か，オペラ作曲家としてのmnizettiの限られた
資料をもとに，演奏のための解釈を述べてみたい。
I Donizettiについて
Donizettiが音楽史に登場する19世紀のイタリ
アは、オペラ一色に塗り潰された時代であった。も
ちろん他のジャソル－宗教曲，器楽曲，歌曲　室
内楽曲，管弦楽曲－の作曲もなされてはいたが，
それらはほとんど顧みられなかったという事実があ
る。
その頃ドイツで楓　Haydn（1732－1809）やMoz－
art（1756－1791）の音楽が開花し　偉大なB・eeth－
0Ven（1770－18㌘）は，すべての交響曲，ピアノ協奏
曲，ノミイオリン協奏曲を書き，ドイツ・シソフォニ
ズムが，完壁といえる形で，人類の深い苦悩や歓喜
を謳い上げていた。
0　19世紀中葉のイタリア
小邦割拠していた近世イタリア半島は，繁栄する
フラソス，スベイ1　ドイツなどの近隣大国にその
支配を許し，経済的にも文化的にも沈滞しており，
1871年イタリア王国が新生するまで　紛糾と戦乱が
絶え間なく続いていた時代である。
社交的で活発，理解が速く，生活態度は健康で明
るく，現実的で勤勉な反面，感情的でねぼりがない
といわれる国民性は，この戦乱の時代にも，意外に
楽天的に明るく生活を楽しんでいたのではないであ
ろうか。度慶代るその支配は，余計に彼らを現実的
にし，その嗜好も彼らの不安を麻痺させ－永遠，
真実といった芸術性に目を背かせ－一時凌ぎの快
楽を追求する傾向に走らせた。
○イタリアにおけるオペラの移り変り
16世紀の末，フィレソツェでCamerata dei
Bardiのメソバーによって興されたギリシャ悲劇復
活運動は，ギリシャ神話から取材した台本に，それ
以前の声楽的ポリフォニーのあり方への反抗として，
はじめて提唱された言葉の感情を尊重する和声的単
音楽－レチタティーヴォ的なソロの声部と通奏低
音（basso continuo）を有する独唱形態－モノ
ディー様式の素朴な劇音楽として実践された。この
ようにしてフィレソツェで誕生したオペラは，ヴェ
ネツィア派の音楽家達の手によって開花した。劇的，
器楽的音楽によって，近代的，色彩的，半音階的和
声原理を開拓したこの派のオペラは，フィレェソツ
ェのCamerata　によって生れたくこェウリデュケ≫
から出発したものであるが，格段の進歩がその音楽
の中に見られる。それは，音楽と台詞の統一をもた
らし．豊かで深い精神を湛えた劇的内容に富んだオ
ペラを生み出した。この派最大の音楽家がMonte－
Verdi Claudio（1567－1643）である。彼の出現
によって頂点に達したオペラは，16訂年世界ではじ
めてヴェネツィアに開設された公衆オペラ劇場をき
っかけに，続々と開設されたオペラ劇場によって，
特定の人々だけのものから一般市民のものとなり，
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一般市民をヴェネツィアを中心としたオペラの渦にま
き込んでいった。このようにして大衆の噂好を刺戟
し，充足したオペラは，逆に，その嗜好に左右され
る傾向を見せはじめた。劇的な深い精神性を伴う芸
術的真実より歌手の技巧を誇示するきらびやかなア
リアが望まれ　オペラの芸術性は徐々に失われてい
った。次に引き継ぐナポリ派に至っては，さらにそ
の傾向を増し，凡庸な作曲家連は，いたずらに聴衆
の嗜好に迎合する風潮を見せていた。こうしたオペ
ラの芸術性の転落の流れの中で，見落すことのでき
ない声楽技法の発展がある。音の美しさ，むらのな
い柔らかな響やなめらかな節回しに重点を置いた
Bel canto唱法である。このように，大衆に持て
映されたオペラは，その表面の華華しさとは逆に，
内容のない空虚なものとして大衆と共に19世紀を迎
える。
O Donizettiの音楽
Rossini．Donizetti．Belliniの三者は，
Verdiのように，オペラの色あせた芸術性に再び生
命を吹き込む程偉大な革新作曲家ではなかった。け
れどもそれぞれのオペラに，Rossini　は生鮮な美
しさむ　叉，Belliniは，劇的で高雅で自由な音
楽を注いだ。それに比較して特筆される芸術性を持
たないDonizettiの音楽の特色は白と窺える。
Donizettiは　RossiniやBelliniのように特に
優れた音楽性の持ち主ではなかった。彼は30年足ら
ずの間に70数曲にのぼる舞台作品を書き上げた。
1818年Rossiniの手法を摸して書かれたという最
初のオペラ≪ボルゴーニヤのエソリーコ≫1830年
≪アンナ・ボレナ）ら1833年≪／レクレツイア・ボ
ルジア≫11835年≪ランメルムーアのルチア≫）
1糾0年≪連隊の娘≫≪ファヴォリーク≫，1飢3年
≪ドソ・パスクワ一．レ≫などは，今日もなお上演さ
れている彼の代表作である。ここで興味深い資料を
もとにRossini．Bellini．Donizettiのオペ
ラ作品の作曲速度を比較してみると次の通りである。
まず，潜心彫琢するBelliniは，1826年から1835
年までの9年間に，1828年，1832年，1834年の3
年ブランクがあり，Rossiniは，1811年から1823
年までの12年間に一年も作品を欠いていない。Don
－izettiは，1819年から1844年までの25年間の
うち，1821年，1825年，1831年だけ作品がない。
その作品の上演においては，Belliniは，1829年2
月14日に≪異国の女≫5月16日に＜∝ザイーラ≫を，
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1831年3月6日く£夢遊病の女≫12月26日＜こノ′レマ≫
を上演している。Rossiniは1812年に5曲，1831
年に4曲，18］4年に2曲，1815年に2軋1816年
に3胤1817年に4曲，1818年に3曲，1819年に
4乱1年間に1曲しか上演していない年は，1811
年と1820年以後だけである。これがDonizettiの
場合は一層すさまじく，1824年，1829年，1835年，
1837年，1839亀1鋸1年には2曲づつ，1826年，
1836各1840年，1843年には3曲づつ，1822年，
1823年1827年には4曲づう1828年，1832年
には5曲づつ，1830年，1833年には6曲づつ上演
していると）D。niz。ttiはこうしてオペラを作曲し
上演し，その他にも2つのオラトリオ，29曲のカソ
クータ，5曲の賛歌，管弦楽胤　室内楽曲，ピアノ
曲そして8つの歌曲集を残しているク
上記のことから，Donizetti　が，非常に速筆で
あったことが窺える。当時の大魚　歌手，劇場の求
めに応じて，即興的に作品を達成し続け，台本を深
く理解したり，自分自身の自国すものへ近づこうと
努力する暇のない彼は，すでに発表した作品の一部
を他の作品に継ぎ足したり，組み合せたり，その点
きわめて放縦で　聴衆の低俗な風潮に迎合する傾向
を見せている。したがって，その旋律は甘美である
が月並な印象を与え，構成九　管弦楽の貧弱さは，
Rossiniと比較して指摘されている点である。
しかし，Donizetti　は当時無数にいたであろう
作曲家の中で　職人的ともいえるその作曲における
正確さ，限度を心得た処理，部分部分の完壁さ，声
楽効果に対する物馴れた判断といった特性甑際
立って優れていたのである。
Ⅰ　≪DONIZETTlCOmPO＄izionida
camora≫の演奏解釈につし、て
Doni2；ettiの残した8つの歌曲集の中からDO・
NIZETTIComposizioni da Camera≫に収め
られている次の5曲の独唱曲を無作為に選び，演奏
解釈を述べてみる。
○久遠の愛と誠　EtemO amOre e fe
O舟人　目　barcaiolo
Oジプシーの女　La　2；ingara
O私は家をつくりたい　Me voglio fana casa
O一滴の涙　Unalacrima
O久遠の愛と誠　Etemo amone e fe
5曲の独唱曲・3曲の重唱曲・無伴奏の5重唱曲
《DONIZETTI Composizioni da Camera》について
から成る＜カソツォネック集Dac。11。Zi。n。dica。t。。etta＞に収められている㌔）
Eterno amore e fe，　　　　　　　　　　永遠の愛と信頼を
ti glurO umile ai ple，　　　　　　　あなたの足許に伏して誓います。
tigiuro eterna fe，preSenteIddio．神の前であなたに永遠の信顔を誓います。
Viver，mDrir per te　　　　　　　　　　あなたのために生き　あなたのために死ぬこと
eil solobenchea me dal ciel desio．それが私が天に望むただひとつのことです。
ゆったりとした落ち着きのある適作歌曲である。　と記されている粥（J＝63）ぐらいが感情を込め
上記の歌詞をこのゆったりとした曲にのせると，誠　た，表情豊かな曲になる。
実な愛をやさしく訴えかけてくるのが伝わって来る。　このゆったりとした落ちつきのある曲の中で注
と記譜されてい
に演奏されることが
多い。
テソポは，Larghetto espressivo（J＝72）
○舟人Il barcaiolo
6曲の独唱曲，6曲の二重唱による夜想曲から成
る＜ポジリッポの夏のゆうベ　Notti d，estate
VOga，VOga，il vento tace，
pura elJonda，il ciel serenoJ
SOlo un alito di pa．ce
par che allegri e cielo e mar．
VOga，VOga，O marinar．
Or che tutto a noi sorride
in si tenero momento，
allJebbrezza del contento
VOgliolもIme abbandonar：
VOga，VOga，O marinar．
Voga，VOga，il vento tace，
pura elbnda，il ciel sereno，
ed unもlito di pace
Par Che allegri e cielo e mar．
Che seinfierala tempesta，
ambidue ne tragge a morte，
saralietala mia sorte，
al tuo fianco vuo splrar：
Voga，VOga，O marinar．
意しなくてはいけないと思われることは，PreSente
IddioとMorirに何回か繰り返される16分音符を
伴うシソコベーショソのリズムである。16分音符の
長さを正確にとり，次の音にアクセソトをつけて，
なめらかな曲の流れをひきしめることに留意する。
ap。Silipp。＞に収められている5）
漕げ　漕げ　風は静かに．
海は清らか　空は雲一つない
ただひとつのおだやかな吐息が
空と海とを陽気にさせる。
こげ　こげ　水夫よ。
すべてが私達にははえみかける
やさしさにあふれたこの時
私は喜びの陶酔に
身を任せたい。
こげ　こげ　水夫よ。
こげ　こげ　風は静かに
海は清らか　空は雲一つない
ただひとつのおだやかな吐息が
空と海を陽気にさせる。
嵐がたけり狂って
私達二人を死に至らしめても
私の運命は喜ばしいものだ
私はあなたのそばで死にたい。
こげ　こげ　水夫よ。
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伴奏のピアノの単調さが，波と船の括れを表わし
のどかな一部　はつらっとした二部，力強く激しい
三部から成る船歌。曲全体には，波のように絶え間
ない緊張感がある。一瓢　二部，三部の変化は，生
き生きとした力強い曲のエネルギーを感じさせる。
若さや純粋さのようなものが伝わって来る。
と記譜されているが，
に歌われるこ
45小節の
に歌ってもよい。
テソポは，Andantin。（J．＝60～63）。三部
は，（」．＝鋸～お）が適切である。
一部は，フレーズを大切に，なめらかに，しかし
規則正しい波の動きを破らないようにうたい，二部
は，軽快に楽しげに，三部払　力強く歌い分ける技
術が必要になる。
ともある。
○ジプシーの女　La zingara
5曲の独唱曲，2曲の重唱曲から成る＜ヴェネッ　　られている。6）
ィアの印象Ispirazioni Viennesi＞に収め
La zlngara、La zlngara．　　　　　　　　ジプシーの女　ジプシーの女
Fral’erbe cosparse di rorido geIo，　　凍りっくような露を帯びた草の中で
coverta del solo granmanto del cielo，ただ天の大きなマントにおおわれただけで
miamadre esultandola vita mi die．　私の母は大喜びで私に生を与えた。
Fanciulla，Sui greppile capre emulai；
Per Ville e cittadi，CreSCiuta，danzai，
1e damelor palme distesero a me．
※La ralala ralala rala，
ah！1a2；ingara，1a zingara，
Ioloro predissile cosenonnote，
ne feci dolenti，ne feci beate，
Segreti eonobbi di sdegno d’amor．
Uh glOrnOlamano mi porse un donzello；
mai visto non fummi ganzone piu bello；
Oh！S，ei nella destraleggessemiil coh！
La2；ingara，ah！1a zingara！
生命力にあふれた曲。イ短調の一部，嬰′ヽ長調の
二部から成る。憂いを含んだ短詞の旋観　華やかに
細かく刻んだリズム，緩急するテソポは，ジプシー
娘の激しい気性を表わしている。全体の曲の流れは
ジプシー娘の心の動揺をうたっている。
この曲のすべての装飾句は，記譜されている音
をもとに，演奏者によっていろいろに変化させて歌
われている。例えば，159小節からの
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少女時代　山を山羊の群とかけめぐり
大きくなると村や町を踊ってあるいた
婦人連は私の手のひらをさし出した。
777777777
ああ　ジプシーの女　ジプシーの女
私は彼女らの知らないことを予言し
彼女らを悩ませたり　喜ばせたり・して
怒りや愛の秘密を知った。
ある日貴公子が私に手をさし出した。
かつてこれ程美しい青年を見たことがなかった。
ああ，あの人が私の心を右手で読みとってくれたら！
ジプシーの女　ああ　ジプシーの女
に，165小節からの
は，
《DONIZETTI Composizioni da Camera》について
に，172小節からの酵麺
のように歌われてい
たりしている。叉，178小節から185小節は，省略
することもあり，186小節から192小節も上記のよ
うに，種々な歌い方がなされている。
テンポは，Vi，a。。（」．＝116）とあるが，1小節
から9小節は（」．＝80）10小節から削、節は（」．
＝63）34小節から125小節は（」．＝96）126小節
から156小節は（」．＝63～餌）1捌、節から185
0私は家をつくりたい　入鹿voglio fa’na
CaSa
4曲の独唱曲・1曲の重唱曲から成る＜イソフラ
シャ一夕の秋の暮　Soirees d，automne a LL
Me voglio fa’na casa miezo mare
fravecata de penne de pavune，
※　trallalalela trallalalela
tralalalalala
dbro e dargientoli scaline fare
e de prete preziuseli barcune】
※
Quanno NaIlnellamia se vaa facciare
ognuno dice：mo spontalu sole，
trallalalala trallalalala
tralalalalala
へ長調のAとへ短調のBから構成され＜A－B－
A＞の図式を持つナポリ派様式で書かれているカソ
ツォネッタ，ナポリクーナ。別名＜船乗りの恋Am
－Or marinoro＞と呼ばれるこの歌は，恋するナソ
ネッタになにもしてやることのできない貧しい船乗
りの夢がうたわれている。全体の表情は陽気である
小節は（J・＝咽186小節から197小節は（」．司4
～48）が，活気にあふれた曲全体の生命を失わない
ために適切である。
曲の出だしのtem匹Ⅰまでは力強く一気に歌い上
げたい。temPOI　から126小節のUh pocomeno
までは，アクセントを効かせて軽快に。Un poco
menoはゆったりと，しかしなめらかなどアノ伴奏
にのせて，148小節のil corをめざして，テソポ
をゆらしてうたう。157小節からは重くならないよ
う，遅くならぬように気をつけ，しかも音程が流れ
不正確にならないよう努めなくてはならない。
Infrascata＞に収められている：）
私は海辺に
孔雀の羽根で飾った家を作りたい
トラッラ　ラレラ　トラッラ　ラレラ
トラ　ラララララ
金と銀で階段を作り
′くルコニーは宝石で
※
私のナソネックが顔を出せば
誰もが太陽がでたと言う！
トラッヲ　ラララ　トラッラ　ラララ
トラ　ラララララ
が，ヘ短調でうたわれる中間部からは，船乗りの秘
められたせつない思いが伝わって来る。
テソポは，All。gr。tt。（」．＝66～72）。8分
の6拍子のリズムにのって，軽快にうたう。
63，餌，65小節の．の長さは，．の長さにとって
うたうとよい。
〇一滴の扉　tbalacrima
8曲の独唱曲・6曲の二重唱曲・2曲の四重唱曲　に収められている㌔）
から成る＜朝のしらベ　Matinees musicaleg＞
Dio！che coI cenno moderi
l’ira d’unmar che freme，
神よ　ざわめく海の怒りを
身振りで和らげ
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Dio！che coI cenno agli uomini
porgl COStanZa e SPeme，
Stendila man benefica
Sullungo mio dolor．
Non chieggo a tela tenneraglOja del
COr felice
nonla speran21a PrOVida
dもffannoincantatrice，
ti chieggo sollalagrima，
che scioglieil gelo al cor・
おだやかな表情に深い情感を湛えた曲。別名＜祈
り　Preghiera＞と呼ばれるこの曲からは，信仰
のもっ安らぎと神に向う心のきびしさや真剣さが感
じられる。
34小節のmar che fremeは，1オクターブ上
で歌われることが多い。
に歌うこともある。
Donizettiの代表作といわれる数々のオペラ－例
えば1鑓2年にミラノで初演されたくアソナ・ボレナ〉
くルチア〉－は，その後120年間，人々に顧みられる
ことなく眠っていたのである。これらのオペラがふた
たび私達にDonizettiの名前を思い起させるのは，
1950年代である。くアソナ・ポレナ〉　◇レチア〉等をも
1950年代に，主にMaria Callas　の力によって
今世紀に蘇生させられた作品である。これは，あま
りに単純な伴奏にのったDoni2：etti　の単純な旋律
が，Maria Callasの歌唱によってはじめて生命
を与えられ　ドラマの必然性を持ちはじめたためで
あるg）D。。iz。ttiの生きた19世紀は，ひと息で
150もの装飾音符を歌ってみせるようなカストラー
トの時代を経て，歌唱上に自然な感情表現が要求さ
れた時代である。そしてRossiniやBellini，
Donizettiのオペラをうたう新しいBel canto唱
法を身につけた劇的表現のできる名歌手が生れた時
代でもある。単純な伴奏にのった単純な旋律は，こ
れら後世にまでその名を轟かせた名歌手の自然な歌
唱法をもって支えられていたのではあるまいか。
《DONIZETrI Compsizionida Camera》
の一曲一曲は，必ず耳慣れた音楽として私達の中に
72
人々に変らぬ気力と希望を
その身振り与えたまう神よ
私の長く続いた苦しみに
慈悲の手をさしのべて下さい。
私は　しあわせな心のもつやさしい喜びも
深い苦悩をまざらわす
甘い希望も闘いません。
ただ　私の心の氷をとかす
涙だけをと瞑っているのです。
（以上　山上千枝子訳）
テソポ犠Larg。n。ntr。pP（J7＝108）とあ
る航1小節から4小節は（．匹108）5小節から
17小節は（♪66～69）18小節から31小節は（♪
＝112）32小節から射、節（J＝69～72）で歌
いたい。
32小節からの旋律は，最初の部分とほぼ同じであ
る。けれどもより激しく，18小節から一度ゆるんだ
緊張感を取り戻し43小節からはじまる部分に向け
て歌う。
入って来る。それは，目新しい表情に欠けているが
作為的でないごく自然な音楽表現であるからであろ
う。この音楽を活すのは，ただ自然な歌唱法による
表現だけである。歌詞が規則正しくはめ込れた大き
なフレーズの中で一昔一昔をとらえる。そこには，
自然な旋律の創り出す感動が生れる。このごく単純
な旋律を正確に把超し，なめらかにとだえることの
ない呼吸にのせて，のびのびと歌うことが《DON－
IZETTI Composizioni da Camera≫を学習
し，演奏する上で最も大切なことではないかと考
えられる。
天野秀延：現代イタリア音楽　音楽之友社1）2）3）
浅香　淳：大音楽家の肖像と生渡　音楽之友社
福原信夫：歌唱変遷上におけるマリア・カラス音楽之友社
11月号：PlO5－107：19779）
近藤幹雄：音楽指導の技術
R・Mingardo：D伽IZETrI composizioni da
Camera per CANTOEP工ANOFORTE
岡村喬生：ドニゼッティ歌曲集（中声用）：全音楽譜
4）5）6）7）8）
